
 

報道発表資料 

東京消防庁 Tokyo Fire Department 

 

平成２３年３月１日 

 

耳かき中の事故に気をつけよう！ 

～３月３日は耳の日～ 

 

東京消防庁管内では、平成１８年から平成２２年までの５年間に、耳かき

をしていた際などに 387 人が受傷し救急搬送されています。 

３月３日の耳の日を前に、当庁の救急事故データを元に、耳かき中の事故

に対する注意を呼びかけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京消防庁では、今後も同様の救急事故の発生状況を注視し、注意を促すな

ど、都民の安全確保に努めてまいります。 

 

問合せ先 

東京消防庁 ㈹ 電話 3212‐2111 

生活安全課生活安全係 内線 4206 

広報課報道係 内線 2345～2349 

 

１ 年齢別では、０～５歳の年齢層が１５５人と最も多く、６～１２歳が５６

人で、これらの年齢層で、約５５％を占めています。 

２ 受傷要因別では、「奥に入れすぎ出血等」が最も多く、全体の約４１％を

占めており、次いで「人や物（動物を含む。）にあたった」が約２５％とな

っています。 

３ 「奥に入れすぎ出血等」では、「耳の奥を突いた」（約４１％）ことで多く

発生しており、この要因では０～５歳の乳幼児（約４２％）が、自分で耳の

奥を突いた（約７１％）ことにより事故が起きています。 

４ 「人や物（動物を含む。）にあたった」では、自分が動くなどして「人の

身体とぶつかった」（約４３％）や、「子供がぶつかってきた」（約３８％）

ことにより受傷しています。３０～３９歳の年齢層では、「子供がぶつかっ

てきた」（約７１％）で多く発生しています。 

５ 多くは軽症ですが、入院を要するようなけがも発生しています。  

 

 

 

 

 

詳細は別添え資料をご覧ください。 

けがをしたとき、急病のときに・・・。 

「病院へ行った方がいいのかな。」、「救急車を呼んだ方がいいのかな。」 

迷ったときには「東京消防庁救急相談センター（＃７１１９）」へ相談して

ください。 

 



【耳かきにかかわる救急事故の発生状況】 

 

 

東京消防庁管内1では、平成１８年から平成２２年2までの５年間に耳かきをして

いて受傷した事故により、３８７人が救急搬送されています。 

救急事故の発生状況は次のとおりです。 

 

１ 年別救急搬送人員 

 耳かき中の事故による救急搬送人員は、減少傾向にあるものの、年平均では約７

７件発生しています（図１）。 

 

 

 

２ 年齢層別救急搬送人員 

 年齢層別救急搬送人員をみると、０～５歳の乳幼児が１５５件で、他の年齢層に

比べて突出して多くなっています。次いで６～１２歳の学童、２０歳代から３０歳

代の乳幼児や小学生等の子供の保護者にあたる世代に多く発生しています。 

 最も多い０～５歳では、１歳が 36.1%と最も多く、次いで２歳、３歳が続いてい

ます（図２）。 

 

 

                            
1 東京都内の稲城市、島しょ部を除く地域です。東久留米市は平成２２年４月から東京消防庁管内となりました。 
2 平成 22 年分については速報値です。 

平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年

年別救急搬送人員 88 80 82 71 66
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図２ 年齢別救急搬送人員 
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図１ 年別救急搬送人員 



３ 初診時程度3別救急搬送人員 

初診時程度では、98.2%が軽症で、中等症以上の事故では、「奥に入れすぎるな

どして出血等」で４件、「人や物（動物を含む。）にあたった」で２件、「途中で

折れた、つまった」で１件発生しています（図３）。 

 

 

 

 

４ 要因別の救急搬送人員 

(1)  年齢層別受傷要因別救急搬送人員 

受傷要因別の救急搬送人員では、耳かき棒等を「奥に入れすぎるなどして出

血等」が 160 人（41.3％）と最も多く、次いで「人や物（動物を含む。）に

あたった」が 95 件（24.5％）、「途中で折れた、つまった」41 件（10.6％）

が続きます。特異な例としては、耳かき棒等が耳の中で折れてしまい、取れな

くなった事故や、乳幼児では、耳かき棒等を耳に入れたまま歩いて転倒したり、

寝ころんだりして受傷する事故も発生しています（表１）。 

 

 

  

奥 に 入 れ す

ぎ る な ど 

し て 出 血 等 

人 や 物 

（動物を含

む。）にあ

た っ た 

途 中 で 

折れた、 

つまった 

転 倒 し

た、寝こ

ろ ん だ 

他 人 に 

押 し 込 ま

れ た 

そ の 他 

（ 丌 明 含

む 。 ） 

総 計 

０ ～ ５ 歳 78 18 7 19 5 28 155 

(40.1%) ６ ～ １ ２ 歳 22 21 5 1 1 6 56 

(14.5%) １ ３ ～ １ ９ 歳 6 8 1 2 1 3 21 

(5.4%) ２ ０ ～ ２ ９ 歳 17 16 10 - 1 3 47 

(12.1%) ３ ０ ～ ３ ９ 歳 10 17 3 1 5 4 40 

(10.3%) ４ ０ ～ ４ ９ 歳 8 8 4 1 1 1 23 

(5.9%) ５ ０ ～ ５ ９ 歳 3 5 6 2 - 3 19 

(4.9%) ６ ０ ～ ６ ９ 歳 8 - 4 - - 2 14 

(3.6%) ７ ０ 歳 以 上 8 2 1 - - 1 12 

(3.1%) 

総 計 
160 95 41 26 14 51 387 

(41.3%) (24.5%) (10.6%) (6.7%) (3.6%) (13.2%) (100)% 

                            
3 救急隊によって医療機関に搬送された際、初診の医師が以下の基準によって示した重症度分類のことです。(軽症)：軽易

で入院の必要がないもの (中等症)：生命の危険はないが入院の必要があるもの 

軽症

380

98.2%

中等症

7

1.8%

表１ 年齢層別要因別救急搬送人員

耳かき用品別救急搬送人員 

図３ 初診時程度別救急搬送人員 

N=387 

単位：人 



(2)  ０～５歳における行為者別救急搬送人員詳細 

最も事故が多く発生している０～５歳の年齢層での、行為者別救急搬送人員

の詳細をみると、60.0％が自分で耳かきをしており、この中で最も多いのが１

歳で 44.0％、１～３歳までで 83.8%を占めています。子供は大人のまねをし

て自分でやってみたがることもあることから、保護者等は子供の行動に十分に

注意するとともに、子供の近くに耳かき棒等を放置しないことも大切です（図

４）。 

 

 

 

 

 

(3)  年齢層別受傷要因別詳細分類 

「奥に入れすぎるなどして出血等」の 160 件をさらに詳細に区分すると、

「耳の奥を突いた」が 41.3％ 、 「状況丌明だが出血や痛みがあった」 が

34.4％、「力を入れすぎた」が 19.4%となっています。子供の耳かきをして

いたところ突然「子供が動いた」ことで受傷する事例も 5.0%あります（図５）。 

また、「奥に入れすぎるなどして出血等」の０～５歳の年齢層での詳細を行

為者別にみると、自分で耳の奥を突いたことで受傷するのが 25.6％と最も多く

なっています（表２、図５）。 

「人や物（動物を含む。）にあたる」の 95 件をさらに詳細に区分すると、

自分が動くなどして「人の身体とぶつかった」が 43.2%、次いで、「子供がぶ

つかってきた」が 37.9%となっています。特に、３０歳代では、「子供がぶつ

かってきた」が 70.6%を占めています（表３）。 

このことから、子供が周囲にいるときに耳かきをしていると、丌意にぶつか

ったりして、けがをする危険性があるので、保護者等は注意が必要です。また、

耳かき中にペットの猫や犬がぶつかってきたため、耳かき棒等を強く押しこん

でしまう事故もあるため、ペットにも注意が必要です。 
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図４ ０～５歳における行為者別の詳細 
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耳 の 奥 を 

突 い た 

状況丌明 4だ

が 出 血 や 痛

み が あ っ た 

力 を 入 れ 

す ぎ た 

子 供 が 動

い た 
総 計 

自 分 で 耳 か き を 

し て い た 
20 15 9 - 44 

誰 か に 耳 か き を 

し て も ら っ て い た 
8 9 7 8 32 

丌 明 - 1 1 - 2 

総 計 
28 

(35.9%) 

25 

(32.1%) 

17 

(21.8%) 

8 

(10.3%) 

78 

(100%) 

 

 

  
人 の 身 体 と

ぶつかった5 

子 供 が 

ぶ つ か っ

て き た 

動 物 が 

ぶ つ か っ

て き た 

壁 等 

に ぶ つ か

っ た 

飛 来 物 

落 下 物 

に あ た っ た 

そ の 他 総 計 

０ ～ ５ 歳 8 8 1 - - 1 18 

６ ～ １ ２ 歳 11 8 - 1 1 - 21 

１３～１９歳 6 - 1 1 - - 8 

２０～２９歳 4 3 4 2 2 1 16 

３０～３９歳 3 12 - 1 1 - 17 

４０～４９歳 4 4 - - - - 8 

５０～５９歳 3 1 - 1 - - 5 

６０～６９歳 - - - - - - 0 

７ ０ 歳 以 上 2 - - - - - 2 

総 計 
41 36 6 6 4 2 95 

(43.2%) (37.9%) (6.3%) (6.3%) (4.2%) (2.1%) 100.0% 

                            
4 例えば、気がついたら出血していたなど、どのようにして出血や痛みが生じたかは丌明であるものです。 
5 自分が動くなどして人の身体とぶつかったものを集計しています。 
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表２ 「奥に入れすぎるなどして出血等」の０～５歳の年齢層の詳細分類 

図５ 「奥に入れすぎるなどして出血等」の詳細分類 
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表３ 「人や物（動物を含む。）にあたった」の詳細 



５ 主な救急事故事例 

(1) 平成１８年１０月、３４歳女性が耳かきをしていたところ、子供が耳かきを

叩き、耳を受傷したもの。 

（平成１８年１０月、世田谷区、３４歳女性、中等症） 

(2) 平成２２年３月、２３歳女性が自宅で耳かきをしていたところ、飼い犬が飛

びかかってきたため、耳かき棒で右耳を突いて出血したもの。 

（平成２２年３月、世田谷区、２３歳女性、軽症） 

(3) 平成２２年７月、２６歳女性が自宅で眠っていたところ、２歳の子供に、竹

製の耳かき棒で、左耳を突かれたもの。 

（平成２２年７月、日野市、２６歳女性、軽症） 

(4) 平成２２年９月、母親が綿棒で６歳男児の耳掃除をしていたところ、綿棒の

先が折れ、綿の部分が耳の中に残って取れなくなったもの。 

（平成２２年９月、大田区、６歳男児、軽症） 

(5) 平成２２年１１月、４歳男児が自宅で綿棒を耳に入れたまま転倒したため、

綿棒が耳に刺さり出血したもの。 

（平成２２年１１月、八王子市、４歳男児、軽症） 

(6) 平成２２年１２月、３６歳女性が自宅で耳かきをしていたところ、急に子供

がぶつかってきたため、左耳を受傷したもの。 

（平成２２年１２月、文京区、３６歳女性、軽症） 

 

６ 事故防止のポイント 

これまでの救急搬送状況や事故事例から、以下のことに注意をしましょう。 

 

(1) 無理をして耳かき棒等を耳の奥まで入れない！ 

(2) 耳かきをしている時は周囲の状況（特に子供、ペット等）に注意する！ 

(3) 耳かき棒等を使用している人を押したりしない！ 

(4) 整理整頓を心がけ、乳幼児の手の届く範囲に放置しない！ 

(5) 乳幼児に耳かきをする時は、保護者は無理に一人でやろうとせず、他の家族

との協力や、耳鼻咽喉科等の受診も考慮する。 
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